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関東地方における千年村の立地特性に関する
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1,	
 研究背景・目的	
 

	
 千年村とは、千年以上にわたり、地形・地質と

いった集落の基盤としての「環境」と、それに適

応する集落の「構造」、また、そこに展開される

「共同体」が三位一体となり、度重なる自然的社

会的災害・変化を乗り越えて、生産と生活が持続

的に営まれてきた集落・地域のことを指す 1)。矢

嶋 2)によると、古い集落ほど集落立地に際して、

自然的に適した土地を選んでいることが特徴だ

としている。さらに、古い集落の立地は水との関

連が密接であること、その時代の経済活動の様態

や交易圏と関係があることにも言及している。そ

こで、本研究は、日本の政治・経済の中心地であ

り、中央部には関東平野、北西部には山岳地帯、

東西部には太平洋を有し、様々な地形立地が見ら

れる関東地方を対象とし、地形、河川及び街道と

千年村の関係に着目し、その立地特性を明らかに

することを目的とした。	
 

	
 

2.	
 研究方法	
 

1)	
 千年村の特定方法	
 

	
 古代より続く集落を特定する方法として、角川

日本地名大辞典から平安時代に成立した古代律

令制における行政区画である国・郡・郷の名称を

網羅した和名類聚抄に記載されている地名を抽

出した。また、抽出された記載地名をさらに角川

日本地名の地名編で検索し、各郷名の説明文から

現在における場所を特定した。この方法は早稲田

大学建築史学研究室中谷礼仁らの研究グループ

が考案したものである。	
 

2)	
 分析方法	
 

	
 上記の方法で特定された関東地方に位置する

全千年村 368 村を地形分類図 3)、河川分布図 4)及

び、五街道細見・付図 5)にそれぞれプロットし、

計数・比較を行い、分析・考察した。	
 

	
 

	
 

3.	
 結果	
 

1) 地形と千年村立地の関係	
 
	
 本研究の結果、地形と地形の境界域に立地する

千年村が多く、特に低地と台地の境界域に立地す

る千年村が一番多かった（表 16））。また、火山地

に関係する地形区分（火山地、台地と火山地の境

界域、山地と火山地の境界域）において、千年村

の分布が少なかった（図 17））。さらに、関東地方

中央部で千年村の分布が少なかった。	
 

2) 千年村と河川・街道の関係	
 
	
 関東地方における千年村の分布は五街道・	
 

支線・助街道と河川が隣接する地域に密集してい

た（図 28））。	
 

	
 

4.	
 考察	
 

	
 低地と台地の境界域に千年村の分布が多いの

は、平坦で安定した台地を生活空間とし、水をひ

きやすく水田利用がしやすい低地を生産空間と

する集落構造を形成しやかったためだと考えら

れる。このような集落構造は、地震や洪水といっ

た度重なる自然災害に対して強い防災性を持て

たこと、水田利用による高い生産性があったのだ

と考えられる。つまり、低地と台地の境界域は生

活と生産が持続的に営まれやすかったと考えら

れる。	
 

	
 それに対して、火山地に関係する地形区分にお

いて千年村分布が少なかったのは那須岳、日光白

根山、赤城山、草津白根山といった火山の影響を

受けて、生活と生産が持続的に営むことが難しか

ったからだと考えられる。また、関東地方中央部

において、低地と台地の境界域があるにも係わら

ず、千年村の分布が少かったのは、関東大震災

（1923 年）や第二次世界大戦（1939〜1945 年）

などの自然的社会的災害の影響のみならず、日本

の政治・経済の中心地であることから都市化に伴

う社会的変化によって、生活と生産が持続的に営

まれにくかったためだと考えられる。	
 

	
 集落が河川に近接して立地するということは、

洪水などの水害に見舞われる可能性があるが、同

時に生活・生産に必要不可欠である水資源を得や

すいというメリットがある。さらに、街道沿いに

立地することで他集落・地域との経済的交流がし

やすかったと考えられる。これらの理由から、五

街道・支線・助街道と河川が隣接する地域に千年

村が密集していたと考えられる。	
 



5	
 まとめ・今後の展望	
 

	
 関東地方における千年村

の地形立地特性として、低地

と台地の境界域に多く分布

していたこと、関東地方中央

部・火山地に少なく、河川と

街道が近接している地域に

密集していることが明らか

になった。	
 

	
 本研究によって関東地方

における千年村の立地特性

を明らかにすることができ

た。しかし、一村ごとの詳細

データによる考察が不足し

ていた。今後は現地調査など

を実施し、詳細データを集め、

考察内容をより深めていく

必要がある。	
 

	
 

5.	
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5)	
 岸井良衛（2004）『新修五街道細

見』青蛙房	
 

6)	
 前掲 5)をもとに計数し作成。千

年村プロットが地形同士の境界線

に接していた場合は各地形の境界

域とした。	
 

7)	
 前掲 2)、3)に関東地方の全千年

村を ArcGIS を用いて、プロットし

て作成。	
 

8)	
 前掲 4)に関東地方の全千年村を

重ねて作成。	
 

	
 

図 1	
 関東地方における千年村と地形分類図	
 

	
 

図 2	
 関東地方における千年村と河川・街道の関係図

表 1 関東地方における千年村と地形分類表（※下段は各地形の境界域）	
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